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旧石組樋管 一次処理槽、消毒・貯留槽、土壌浸潤槽

物件概要
施工場所：宮城県登米市
施工年月：平成２１年１０月
発 注 者：宮城県登米市役所
施設概要：芝生公園・親水広場
工 事 名：北上川河川歴史公園
　　　　　トイレ整備工事
仕　　様
システム：ソフィール
　　　　　（土壌微生物膜合併処理浄化槽）
建物用途：公衆便所　6 穴
人　　槽：96 人槽
汚 水 量：1.5 ㎥／日
処 理 水：循環利用
1次側電源：商用 AC100V

施　設　名

施設紹介

実績写真

北上川河川歴史公園は登米市と石巻市の市境に位置し、北上川と旧北上川が分流する中洲にあります。
この地にある「鴇波洗堰」「鴇波閘門」「脇谷洗堰」「脇谷閘門」は、北上川・旧北上川の分流機能を担う重要な施設で
あり、また、我が国の分流技術の黎明期に建設された他に類例がない希少なもので土木学会の「選奨土木遺産」にも
認定されています。（明治 43 年計画、昭和 7 年完成）
これらの歴史的構造物を活かした公園が「北上川河川歴史公園」です。
園内には公園全体が見渡せる展望台や、明治時代に設置された「旧石組樋管」の復元展示物を見る事ができます。下
図のログハウス調の公衆便所には、ソフィール循環利用システムが設置されており、社会見学に訪れた児童などに利
用されています。

①自転車競技本部施設 ②ボート競技本部施設

物件概要
施工場所： ①島根県雲南市②島根県奥出雲町
施工年月： ①平成 22 年 5 月②平成 23 年 4 月
発 注 者：島根県雲南県土整備事務所
施設概要：スポーツ施設
工 事 名： ①尾原ダム湖周辺施設整備
　　　　　自転車競技本部施設
　　　　　②尾原ダム湖周辺施設整備
　　　　　ボート競技本部施設

仕　　様
システム：ソフィール
　　　　　（土壌微生物膜合併処理浄化槽）
建物用途：集会所・公衆便所
人　　槽： ①144 人槽
　　　　　②144 人槽
汚 水 量： ①15.7 ㎥／日　②16.6 ㎥／日
処 理 水：放流

施　設　名

施設紹介

実績写真

尾原ダムは斐伊川・神戸川治水事業に伴い建設されたダムであり、このダムにより形成された人口湖は地元公募に
より「さくらおろち湖」と命名されました。

「さくらおろち湖」の周辺整備としては、島根県により自転車競技施設とボート競技施設が建設されました。
自転車競技施設は湖周辺を約 10km 周遊する本格的なコースであり、中心施設として大会本部施設が設けられ、ボ
ート競技施設は（社）日本ボート協会 B 級公認延長 1,000m 6 レーンが競技可能であり、自転車競技施設同様、大
会本部施設が設けられています。
大会時の利用者数と閑散期の利用者の差が激しいので、大会時の過剰な汚水量を緩和するためのポンプ槽容量を確
保し、ピーク時安定処理に配慮した設計となっています。
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